




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































俗備考巻十六」 ） 。が、天明五年（一七八五 ごろ、出島では、牛の屠殺もおこなわれていた。司馬江漢（一七三八～一八一八、蘭学者、江戸後期の洋風画家）は、長崎遊歴のおり、出島でもらった牛の生肉を宿にもち帰って食べたところ、カモ肉のような味が 天明８・
10・
26＝




















































































































































































































































































































































































































びん入りのエール酒（つよいビ ル） 四ダース弱いシェリー酒…………………………… 一ダース九ドル、一〇ドル、一二ドル。ポルト（ワイン）… 一ダース一二ドルシャンペン…………… 一ダース 二ドル、一五ドル弱いブラ デー 一ダース 〇ドル、一二キュラソー………… 一ダース 五ドル
Ｗ・Ｃ・アールト商会
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七四）の巡査の初任給は、四円だったという（ 『京都ホテル一〇〇年ものがたり』 、一四五頁） 。
食事は、旅館「中村屋」 （経営者・辻重三郎）のほうでつくり、各宿に届けたという。食事

































































































































































































































書くものも高が知れているが、いま 興味あるテーマについて、できの悪い作品をかくことに小さなよろ びを感じてい 。本稿は、たまたま大学図書館で見る機会があった珍本に触発され ペンをとったものである。日本人はこれまで何を食べてきたのか。日本人
の食生活、食物史に関する書物は、これまで ず ぶん刊行された。本稿は先達の研究 、大して新しい知見 くわえるものではないが、多少新鮮味はあるはずである。




































監修『食生活と食物史』 （ ［第二巻］ 、雄山閣出版株式会社、平成
11・１） 、一〇六頁。
（
12）注（
10）の一五五頁。
（
13）原田信男著『江戸の食生活』 （岩波書店、平成
15・
12） 、一〇九～一一二頁を参照。
（
14）注（
10）の二七六頁。
（
15）注（
11）の一九六頁。
（
16）注（
10）の二六六頁
（
17）注（
10）の二七三頁。
（
18）大塚
　
滋著『食の文化史』 （中央公論社、昭和
51・１） 、八頁。
（
19） 『異文化との接触と受容』 （雄山閣出版株式会社、平成９・
10） 、三九頁。
（
20）同右、三六頁。
（
21） 『神戸市史
　
第二輯
　
本編
　
総説各説
』 （神戸市役所、昭和
12・３） 、一三二頁。
（
22） 『横浜市史稿
　
風俗編』 （横浜市役所、昭和７・４） 、六九八～六九九頁を参照。
（
23）同右、七一一頁。
（
24）注（
22）の七一三頁。
（
25）注（
22）の七一八頁。
（40）101
（
26） 『福沢諭吉全集
　
第七巻』 （岩波書店、昭和
34・
12） 、五一頁。
（
27）注（
10）の四六八頁。
（
28）渡辺実著『日本食物史』 （吉川弘文館、平成
19・
11） 、二七二頁。
（
29）福原康雄著『日本食肉史』 （食肉文化社、昭和
31・９） 、四〇頁。
（
30） 『京都ホテル一〇〇年ものがたり』 （株式会社京都ホテル、昭和
63・９） 、一四四頁。
（
31） 『京都経済の百年』 （京都商工会議所、昭和
60・
12） 、四七頁。
（
32）注（
30）におなじ。
（
33）注（
30）の一四六頁。
